
日本基督教団 八ヶ岳伝道所  主日礼拝  NO.1131 礼拝時間 10:30~11:45 

2020 年 8 月 2 日   牧師  山本 護   司式  斉藤 美沙子  奏楽  山本 恵美                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  30 あさかぜしずかにふきて 

祈  禱 

信仰告白 使徒信条 566 

聖  書 詩編 8:4~5 

          マルコによる福音書10:42~45 

讃 美 歌 288 たえなるみちしるべの 

説  教 『観客ではなく、共演者なのだ』 

祈  禱 

讃 美 歌  280 わが身ののぞみは 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 543 主イエスのめぐみよ 

祝  禱 後  奏 

 「人の子は仕えられるためではなく仕えるために、また、多くの人の身代金として自分の命を献げ

るために来たのである(ﾏﾙｺ 10:45)」。イエスは自らを「多くの人の身代金」だと証しした。十字架の贖

罪を意味しているのか。であれば、十字架上の「わが神、わが神、なぜ俺を見捨てるんだ(15:34)」と

いう叫びと一致しない。「神の子」であっても徹底して人間であり、人間のゆらぎを負っているのか。 

十字架は人間にとって秘儀であり、イエスが世に在る間は御自身にとっても秘儀だった。イエスは

神の御心と聖霊の導きに忠実で、その心は踏みつけられた人々と共にあった。しかし世に在る間は、

十字架で世人の罪を贖い、復活で逆転ホームランを打つ、などとは毛頭思っていなかった。だから「多

くの人の身代金」をすぐさま十字架に当てはめることは、福音書の使信の逸脱となろう。ただそのま

ま「あなたがたは～皆に仕える者～すべての人の僕になれ(10:43~44)」の連続として読めばいい。私

たちが「すべての人に仕え、僕になる」足場は、イエスが「多くの人の身代金」になっていること。 

イエスの愛の響きに、私たち一人ひとりは共振する。それも、観客として「感動」するに留まらず、

共演者として「共振」する。そうだ、キリスト者とはイエスの観客ではなく、共演者なのだ。「多くの

人の身代金」の響きは、キリスト者一人ひとりを異なる配役として振動させ、神の創造に応じた多種

多様な姿で現れる。世の偉さ較べや(10:42)信仰の権威較べ(10:37)をしている場合ではない。イエスは

聖霊に導かれるまま人間の奥地へ踏み込んだ。主演者イエスと共演する私たちも聖霊に導かれ、未知

へ踏み込んで行く。そこで自分がイエスとどう響き合うかは、その場面になってから分かるだろう。 

この私も、宇宙も、神によって創造された(詩編 8:4)。「そのあなたが御心に留めてくださるとは、

人間は何ものなのでしょう。人の子は何ものなのでしょう、あなたが顧みてくださるとは(8:5)」。そ

りゃ驚異だろう。そのような創造主が、世の片隅にいる小さな私を顧みてくださっているのだから。 

「人の子」とは特別な呼称ではなく、人間の謂。イエスは自らを「人の子」と称し(ﾏﾙｺ 10:45)、同

じ人の子である共演者に「すべての人に仕え、僕になれ」と命じた。人の子は神に顧みられ、もうそ

れ以上の充足はないはずだが、人間は不安に陥ると(10:32)、栄誉を求めたり(10:37)、権力を振るった

りする(10:42)。そしてちゃっかりした姑息さで(10:37)、教会はガタガタ揺さぶられもする(10:41)。 

躊躇なく御心に従ったイエスは、未知の御心を恐れる人間の小心によって殺された。「人の子は～多

くの人の身代金として自分の命を献げるために来た(10:45)」。献げられた命の響きは、挫折して硬直

した弟子たちを揉みほぐし、彼らの新たな命となった。そしてイエスの命を継いだ弟子たちの命も、

結果として多くの人の身代金として献げられ、キリストの響きは世界の隅々にまで届けられていった。 

私たちは投獄や迫害を受けていないが、孤立や無理解、福音宣教の低迷などは陰湿な受難かもしれ

ない。世は栄誉や力を求めるが、教会がそれらと無縁であることは幸いだ。人の子として「仕えられ

るためではなく仕える(10:45)」好機じゃないか。私たちは主演者イエスの共演者として、愛と恵みの

響きをこの身で共振させる。神は、その響きを聴きもらすことなく、じっと顧みてくださる(詩編 8:5)。 

低山だが山中で迷ったことがある 耳をそばだて 目をこらし その冷静さが自分でも意外だった 

あの静けさは何だったのか 磁石針がゆらゆら方位を示すように 淡々と聖霊の微風を感じていた 

本日午後は役員会。8/9 の礼拝後に次回ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｶﾌｪの打ち合わせをします。8/3(月)~6(木)、伝道所で

YMCA のプログラムが行われます。牧師の動き:8/8 ｷﾘｽﾄ者 9 条の会。8/10 教区総会(白樺湖)。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


